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ま え が き

　本書はご覧のように大学教科書のレーベルから刊行されている
とおり，大学学部レベルの倫理学の教科書として使われることを
意図して書かれた。「社会倫理学」の「社会」のことは別に気に
しないでもよろしい。別に普通の倫理学とかけ離れた特別な話を
するわけではない（はずだ）。そこには，社会学部社会学科で開講
された「社会倫理学」の講義がもとになっているから，という以
上に他意はない。40 年近く前，私自身の学部生時代に母校の社
会学部でも「社会倫理学」「社会哲学」という名称の科目があっ
たが，社会学部で開講されているから，という以上の理由がその
名称にあったとは思えない（調べたら，どちらも今でもあった）。
　そう言ってしまうと身もふたもないので，もう少しこの題目に
内実を与える努力をするならば，この教科書は専門的な研究を志
す学部上級生・大学院生というより，まず卒業後は普通にビジネ
スや公務につくであろう学部生の方に照準を合わせている。また
それだけではなく，学部生といっても哲学専攻以外の学生，とり
わけ社会科学系の学生を念頭に置いて書かれている，ということ
になる。つまりは社会問題とか政策実践について学んでいる学生
のための，倫理学ならびに哲学の入門書，とでもいうべきものを
めざしている。「だから『社会』倫理学なのだ」といっても，噓
をついたことにはならないだろう（それゆえもちろん，「社会」に出
たが，もう一度学び直したい，という方も歓迎する）。とはいえ，いや
だからこそ社会問題や政策論に特化するわけではなく，むしろ倫
理学という学問の全容を一望できるような本をめざしている。
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　大学で教えられる科目としての倫理学も，そしてもちろん，そ
の土台となっている専門的な学問としての倫理学も，20 世紀後
半に，この国では 1980 年代後半以降に急激に変容した。それま
で日本の大学で教えられる「倫理学」といえば，もっぱら歴史的
に評価の確立した偉大な思想家のテクストを読み解く古典学だっ
た（むろんフリードリヒ・ニーチェやマックス・シェーラーまでくれば
20 世紀であり，当時の歴史学的にいえば十分「現代」だったし，まして

マルティン・ハイデガーなど 70 年代まで存命だったわけだが，彼らのテ

クストへの対し方も「古典」としてだった）が，この時期以降の倫理
学は，ひとつには英米系の応用倫理学の，そしていまひとつには
フランスを中心とするポストモダン思想の影響を受けて，急激に
「現代」の学へと舵を切った。そしていまやそうした転回自体も
また「歴史」となり，新たな「古典」が形成されている。本書を
読まれて，そういう歴史の機微を少しでも感じ取っていただけれ
ばと思う。
　大学での講義の記録をもとに本をつくる，というやり方は私と
しては『社会学入門』（NHK出版，2009 年）に続いて 2回目だが，
前回と今回とでは少しばかり，事情も違えばやりかたも違った。
事情の違いについては「あとがき」のほうにも書いたので見てい
ただきたいが，前回は教科書を書くために講義を行い，口述の書
き起こしを基に書き下ろしたのに対して，今回はもともと既成の
教科書を基に行う予定だった講義を，よんどころない事情からオ
リジナルの教材で行い，それを基に書き下ろしたものである。つ
まりこの本を書くことはそもそもは予定外だった。
　さらにいえば内容面，というかコンセプトにも多少の違いがあ
る。前回はいってみれば「書きたいことだけ」を書いたものであ
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り，また講義録とはいえ読みものとしての独立性を重視した。そ
れに対して今回は，お手本，というより本来教科書として使うつ
もりの先行業績もあったし，どちらかといえば「書かなければな
らないこと」を中心に編成してある。だから，独立した読みもの
として面白いかどうかについては，前回ほどには自信がない。と
はいえ，義務感を優先して「書きたいこと」を書かなかったわけ
ではなく，むしろ「あっ書いちゃった」とでもいうしかない（個
人的には）血湧き肉躍る論述も結構あると思うので，一部の専門
家や社会人の読者の方々にも，面白おかしく楽しんでいただける
のではないかと思う。
　最後に，いつものことながら，この本も私がこれまで書いてき
たいくつかの本の主題を継承し，それを反

はん

芻
すう

して整理し直して書
かれたものであり，それをさらなる未来につなごうとするもので
ある。長らくお付き合いいただいている読者の方には再会の挨拶
をお送りしたいし，初めて私と出会われる読者の方には「はじめ
まして，今後もよろしく」とご挨拶させていただきたい。

　それでは，本題に入ろう。
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1　哲学の一分野としての倫理学　　1

第1回 倫理学とは何か？

どのようなことが論じられるのか？

1　哲学の一分野としての倫理学

倫理学とは何か？
倫理学 ethics とは何か？　これについ
ては，「道徳哲学 moral philosophy」と

いう言葉がほぼ同義として用いられるし，「哲学的倫理学 philo-
sophical ethics」という言い方がわざわざなされることもあるの
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で，哲学の一分野だ，ということらしい。しかしなぜそれは科学
ではなくて，哲学の一部なのだろうか？　そもそも哲学と科学の
違いはなんなのだろうか？　たしかに「人間の正しい生き方は科
学的に決まる」などといわれると我々の多くはカチンと来るわけ
だが，それはいったいなぜなのか？　そういうイラつきには根拠
があるのか，あるとしたらどのような？
　少し答えを先取りしてしまったが，倫理学とはとりあえず「人
として正しい生き方」「よい生き方」さらには，人間が社会的な
存在であることをふまえ「（人がよく，正しく生きることを可能とす

る）よい社会」とはどのようなものか，について考察する学問，
「人はどう生きるべきか」「社会はどうあるべきか」について考え
る学問だというくらいにしておけばいいだろう。問題はなぜそれ
が科学ではなく哲学とされるのか，である。
　とりあえずの答えをいうと，このような感じだろう。

●普通は（近代社会では）「である（事実）」と「べき（規範）」と
は水準を異にする，そして前者から後者は出てこない（「多くの

人が他人を傷つけている」という事実から「人は他人を傷つけてもよ

い（あるいは，傷つけるべきである）」という規範が導き出されるわけ

ではない），と考えられているからである（この区別は少なくとも

デイヴィッド・ヒューム以来の由緒正しい区別である）。科学の仕事
は基本的には事実の水準，「である」の水準での営み，「世の
中・ものごとが実際にどのようになっているのか」を解明する
ことであって，「世の中・ものごとがどうあるべきか」を考え
ることではない──。



1　哲学の一分野としての倫理学　　3

道徳の哲学
つまるところ「現実を客観的に観察して
いれば何が道徳的に正しいかがわかるわ

けではない」ので，道徳は科学の対象ではない，というわけで倫
理学は道徳「哲学」であるというわけだ。もう少し詳しくいうと，
近代における主導的な哲学観とは「哲学の主題，とりわけ経験科
学とは異なる哲学固有の課題は，超越論的＝先験的，つまりはあ
れこれの具体的な経験に先立つ水準について考えることである」
というものであり，それをふまえると上述の，事実の水準と規範
の水準とを厳格に区別する，という考え方は「倫理あるいは道徳
という水準における我々の思考──道徳的な判断──は，超越論
的＝先験的な水準において行われるという性格を持つがゆえに，
道徳を含めた価値の問題は哲学の問題であり，倫理学は哲学の一
部である」という考えにつながるのである。
　乱暴にかつ一面的に挙げれば，たとえば，現実に日々どこかで
人は殺されているということは事実だが，だからといってこの経
験的事実が「人を殺してはならない」という道徳的命題の正しさ
に変更を迫ったりはしない，といったようなことだ。
　もちろん現実には，あるいは客観的に，第三者の目から見れば，
歴史的な時代が変わり，土地が変われば，つまりは人々がそこで
暮らす社会的な風俗習慣，さらには物理的な条件（科学技術や自

然環境）が変われば，そこで人々が行う道徳的判断のあり方，
「そうすることが正しい・善い」と人々が考える振る舞い方・生
き方もある程度変化する。つまり道徳の具体的な内実は歴史的・
社会的に相対的であるし，そのレベルでは経験的な事実として存
在する。
　しかしながら，社会のただなかで，その社会において常識的に
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定着した道徳を受け入れて生きる人々の当事者としての立場から
すれば，道徳は人々のいちいちの行為に先立つ「決まり」「原則」

「常識」として成り立っていて，あれこれの具体的行為をなすか
なさぬかの判断を導く何ものかである。現実に人々がやっている
ことを見れば，そうした導きに従った行為はつねに成功している
わけではない。にもかかわらずそうした失敗，つまり道徳と現実
がズレてしまっているということが，現実に合わせての道徳の修
正を引き起こしたりは──とりあえずは──しない。そのような
意味において道徳は超越論的である──経験に先立っている（先

験的である）。それは論理法則や数学が，あるいは日常的に用いて
いる言葉，自然言語の規則がそうであるのに少し似ている。

根源的判断
客観的な現実についての認識，判断にお
いても，実際のところはこうした超越論

的な側面は案外重要である。たとえば私たちは「生き物」の観念，
何が生物であり何がそうではないのか，また生物が共通して持っ
ている性質は何か，についての漠然たるアイディアを持っている。
もちろんそれはさまざまな生物，生命現象についての経験科学的
探究によって日々バージョンアップされるものではあるが，どう
してもそうした経験的判断には解消しきれないレベルでの「これ
は生き物である／ない」という判断，むしろその判断によって

「とりあえず生き物であろう」と何かが選ばれることによっては
じめて，「さてこれが生き物であるとしたら，『生きている』とは
はたしてどういうことなのだろうか」という経験的探究が可能と
なるような，そうした根源的判断，まさに超越論的＝先験的判断
に，根っこのところでは支えられているのではないだろうか？
　そうした根源的判断は，たとえば我々が地球外生命に出会うと
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きには，まさにむき出しとなるだろう。地球外天体において我々
が未知の生物に出会うことがあるとして，はたして我々はそれを
いかなる基準において「生き物」と呼ぶのであろうか？　そうし
た「生き物」は我々と同じように水やタンパク質を基盤とした化
学反応によって動いている可能性はおそらく高いだろう。だがそ
れが我々のそれと同じ DNA，核酸として構成されている可能性
は，きわめて低いだろう。そうだとしたら，我々がその現象，そ
の物体をたんなる複雑な物理化学的プロセスを超えた「地球外生
命」と呼ぶ基準は，DNA のあるなしではありえない。
　では，いかなる基準が？

経験に先立つもの
我々はおそらくそうした「最初の接触」
の現場において，新たな生命の定義，従

来とは異なる「これは生き物である／ない」の判断基準を編み出
すことになる。そしてその基準と従来の基準とがどこで連続し，
どこで断絶しているかも，そのときはじめて知ることになる。新
しい生命の定義は，いったん確立してしまえば，古い生命の定義
と同様，まったく経験的な基準であるかのように見えるだろう。
しかしどうやってそれは新しい「生命の定義」として生み出され
たのか？　古い生命の定義と新しい生命の定義をともに同じく

「生命の定義」たらしめている，いわば「生命の定義の定義」が
あるはずなのだが，それはいったい何か？　このように考えるな
らば，まさにこの「生命の定義の定義」は，経験に先立つ超越論
的な何ものか，である。
　我々の思考における基本的な概念のいくつかは，こうした超越
論的な性格を持っている。もちろん「人間」もそうだ。「地球外
生命」はもちろんのこと，「異星人」との「最初の接触」におい
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て我々の「人間の定義」は更新されざるをえない。そして，その
ような更新を可能とする，つまり歴史のなかで経験を通じて変化
していくさまざまな「人間の定義」をそれでも同じ「人間の定
義」の仲間として結びつける「人間の定義の定義」というものが
あるとしたら，それは超越論的な水準にしかないわけである。そ
して道徳というものも，それが実のところ何であれ，そうした超
越論的な性格をいくぶんかは持っている，と我々は考えたほうが
よいだろう。またそれはここでいう意味での「人間」と不可分で
ある。なんとなれば人間とは，道徳的配慮の主体の典型であると
同時に，その対象，客体の典型でもあるからだ（この問題について

は第 10 回で「パーソン論」という形で再論する）。
　少しばかり先を急ぎすぎたようなので，順々に論を進めていく
ことにしよう。

2　メタ倫理学

道徳的判断とは何か
「なんでそこから」と思われるかもしれ
ないが，とりあえずは「道徳的判断」つ

まり，あるものごと（典型的には人の行い）に対して，それがよい
とか悪いとか，正しいとか間違っているとか，許せるとか許せな
いとかの判断を下すこと，ないしはその判断（「その人の行いは正

しい／誤っている」といった命題）について考えるところから，話
を始めよう。
　道徳的判断は普通，普遍的に妥当することを求められる（「誰

がどのような状況で行ったことであろうと，よいことはよい，悪いこと
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